
静岡 DWAT支部活動検討会【西部支部】 
 

日時 令和４年６月 16日（木）13:30～16:00 

【オンライン開催】 

 

 

 

 

 

次    第 

 

１ 開 会 

 

 

 

２ 西部支部活動拠点 施設長あいさつ 

社会福祉法人七恵会 浜松中央長上苑 施設長 増田 公基 氏 

 

 

 

３ 事務局説明 令和４年度事業計画について【資料４ページ～】 

 

 

 

４ 熱海派遣活動リレー報告と感想共有【資料 11ページ～】 

 

 

 

 

５ 平時の活動報告【資料 26ページ～】 

 

 

 

 

６ グループワーク 

  「平時に取り組む活動について」 

 

 

 

 

７ 全体共有 

 

ZOOMの IDおよびパスコード 

・ID  847 5921 8042 

・パスコード 907027 
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プログラム 

時 間 内 容 

13：25 zoomミーティングルームオープン 

13：30 開 会 あいさつ 

13：35～13：45 

(10分) 

【事務局説明】 

今年度の事業計画について 

13：45～14：45 

(60分) 

 

【熱海派遣活動リレー報告】   

 報告者：静岡 DWAT登録員 

報告者別紙一覧参照(支部別で６名) 

 

 

14：45～15：05 

(20分) 

【グループワーク】 

 対 象：静岡 DWAT登録員 

テーマ：派遣活動の振り返り 

 進 行：リレー報告者 

【概要説明】 

対 象：オブザーバー参加者 

 テーマ：静岡 DWATについて 

 説 明：静岡 DWAT事務局 

15：05～15：15   

(10分) 
休憩 

15：15～15：30 

(15分) 

 

【平時の活動報告】 

 報告者：静岡 DWAT登録員(支部別) 

報告者別紙一覧参照 

 

15：30～15：45 

(15分) 

【グループワーク】 

対 象：静岡 DWAT登録員 

テーマ：平時の活動について  

 進 行：リレー報告者 

【活動紹介】 

 対 象：オブザーバー参加者 

 テーマ：平時の活動について 

 説 明：静岡 DWAT事務局 

15：45～16：00 

(15分) 
全体共有 

16：00 閉会 

令和 3 年 7 月豪雨災害での熱海派遣活動に協力いただいた静岡

DWAT 登録員から、派遣時の思いや様子について初期から終了ま

での 2ヶ月間をリレー形式で報告します。 

平時に活動を行うことで災害時の派遣体制にスムーズに連携がで

きるよう近隣の登録員との顔の見える関係を築いています。また、

平時の活動は、防災の知識を改めて確認する機会となっています。

支部ごとに、登録員の主体的な平時の活動を紹介します。 
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【静岡DWAT登録員】

№ 所属 氏名 期 備考 圏域 グループ

1 特別養護老人ホーム　みずうみ 河合　智己 1期生 西部 1

2 浜松中央長上苑 佐々木　智浩 6期生 西部 1

3 浜松中央長上苑 服部　直樹 6期生 西部 1

4 聖隷ケアプランセンター三方原 深澤　和弘 1期生 報告者 西部 1

5 救護施設　神ヶ谷園 磯部　勇樹 4期生 西部 2

6 特別養護老人ホーム　西島寮 美濃　幸弘 1期生 西部 2

7 浜松中央長上苑 本橋　幸恵 5期生 報告者 西部 2

8 和合愛光園 今田　拓朗 3期生 西部 3

9 浜松中央長上苑 増田　公基 1期生 西部 3

10 児童発達支援センター「ひまわり」 古橋　由里子 1期生 報告者 西部 3

11 きらら浜松 鈴木　俊秀 5期生 西部 4

12 支援センターわかぎ 雪山　拓登 5期生 西部 4

13 特別養護老人ホームさぎの宮寮 髙杉　尚志 1期生 報告者 西部 4

14 掛川市東部地域包括支援センター 鈴木　美紗子 6期生 中東遠 5

15 森町愛光園 藤田　真実 2期生 中東遠 5

16 障害者支援施設　清松園 瀬戸　伸也 2期生 中東遠 5

17 紫雲の園 井筒　功典 4期生 報告者 中東遠 5

18 掛川工房つつじ 加藤　裕子 1期生 13:30～15:30 中東遠 6

19 紫雲の園 富田　美奈 6期生 中東遠 6

20 特別養護老人ホーム　豊田一空園 寺田　剛 5期生 中東遠 6

21 生活介護事業所ぴの ほーぷ 長坂　智香子 2期生 報告者 中東遠 6

【オブザーバー参加者】

1 賀茂健康福祉センター 高木　陽子 県行政 7

2 賀茂健康福祉センター 海野　莉歩 県行政 7

3 西部健康福祉センター 野村　利季 県行政 7

4 静岡県健康増進課 松山　志穂 県行政 7

5 磐田市高齢者支援課 澤村　雄二郎 市町行政 7

6 磐田市高齢者支援課 鈴木　稚依子 市町行政 7

7 掛川市健康医療課 原田　知子 市町行政 7

8 湖西市危機管理課 加藤　敬 市町行政 7

9 焼津市社会福祉協議会 橋ケ谷　侑生 市町社協 7

10 焼津市社会福祉協議会 篠宮　聡志 市町社協 7

11 菊川市社会福祉協議会　地域福祉係 松村　光 市町社協 7

12 菊川市社会福祉協議会　地域福祉係 落合　昌子 市町社協 7

13 菊川市社会福祉協議会　地域福祉係 佐野　清美 市町社協 7

14 神奈川県地域福祉課 岩下　記久 他県DWAT 2

15 三重県社会福祉協議会事務局次長 明石　典男 他県DWAT 4

【事務局】

静岡県健康福祉部　福祉長寿政策課 細井　剣登

静岡県社会福祉協議会　経営支援課課長 松永　和樹

静岡県社会福祉協議会　経営支援課 渡邉　麻由

静岡県社会福祉協議会　経営支援課 新村　友李

静岡DWAT支部活動検討会
参加者名簿　【西部支部】
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意見交換
「支部活動について」

県内３支部に活動拠点を定め、
支部化を進める
助成金50,000円を交付する

【西部】(福)七恵会 浜松中央長上苑

静岡DWAT支部化に向けて
～各支部の活動拠点～

【中部】(福)三愛会 愛華の郷

【東部】(福)蒼樹会 さつき園
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静岡DWAT支部化に向けて
～各圏域の静岡DWAT登録員数～

西部 中東遠 志太榛原 静岡 富士 駿東田方 熱海伊東 賀茂

49事業所
74名

13事業所
19名

11事業所
19名

26事業所
41名

17事業所
24名

38事業所
50名

4事業所
8名

7事業所
9名

西部支部：93名 中部支部：60名 東部支部：91名
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移送支援用具一式、ビブス５着、段ボールベッド２台を貸与！

西部①② 中東遠③
志太榛原
④

静岡⑤⑥ 富士⑦ 駿東田方⑧ 熱海伊東⑨ 賀茂⑩

（福）聖隷福祉事業団
浜北愛光園

（福）和松会
清松園

（福）三愛会
愛華の郷

（福）天心会
竜爪園

（福）誠信会
ふじみ台

（福）函要会
韮山ぶなの森

（福）恩賜財団
静岡県済生会
川奈臨海学園

（福）梓友会
梓の里

（福）七恵会
浜松中央長上苑

（福）庵原福祉会
さくらワーク

①

② ③

④

⑤ ⑥

⑦

⑧

⑨

⑩
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静岡 DWAT出前講座 報告 

袋井市介護保険研究会 施設介護支援専門員研修 

 

●日 程：令和３年 10月 19日（火）13：30～15：00 

●会 場：袋井市役所 

●主 催：袋井市市民生活部介護保険課 

●参加者：（福）三宝会 特別養護老人ホーム紫雲の園 井筒 氏 

静岡 DWAT事務局（新村） 

●内 容：熱海市土砂災害に係る静岡 DWATの活動報告、移送支援用具の体験 

●開催の経緯：令和 3年度袋井市介護保険研究会施設部会の活動として行った 

●準備したもの、こと：施設部会年間計画で提案・内容決定。役割決め。移送器具を 

借りにいく。当日の会場設置。 

【活動の様子】 

 はじめに事務局から静岡ＤＷＡＴの概要を説明し、井筒さんより、熱海派遣に至った経緯

や活動内容、活動を通した気づきや学びを報告しました。また、現地で井筒さんが集めた避

難者向けの各種資料を展示し、災害時に避難者を取り巻く環境について理解を深めていただ

きました。 

 後半では移送支援用具の体験会を行いました。実際にベルカ、レスキューボード、ジンリ

キに触れていただく中で、利用者の避難行動支援や避難確保についての情報交換も積極的に

行われていました。 

冒頭で静岡ＤＷＡＴの認知度を調べたところ 20％程度でした。袋井市の静岡ＤＷＡＴ登録

員在籍数は現在１名のみですが、今回袋井市内の高齢者施設職員が９名参加され、ＤＷＡＴ

の周知にもつながったと感じました。 

28



5

6

29



7

8

30



9

10

31



DWAT

11

12

32



13

ZOOM

33



やってみたいこと 目的・期待できる効果 必要なもの・こと 
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